
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成21年４月27日

【四半期会計期間】 第59期第１四半期（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

【会社名】 アサヒ衛陶株式会社

【英訳名】 ASAHI EITO CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　今田　和宏

【本店の所在の場所】 堺市美原区小平尾451番地

【電話番号】 ０７２（３６２）５２３５（代表）

【事務連絡者氏名】 総務部長　　森本　安則

【最寄りの連絡場所】 堺市美原区小平尾451番地

【電話番号】 ０７２（３６２）５２３５（代表）

【事務連絡者氏名】 総務部長　　森本　安則

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

EDINET提出書類

アサヒ衛陶株式会社(E01176)

四半期報告書

 1/20



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期
第１四半期
累計(会計)期間

第58期

会計期間

自平成20年
12月１日
至平成21年
２月28日

自平成19年
12月１日
至平成20年

11月30日

売上高（千円） 1,017,229 4,469,052

経常損失（千円） 84,832 294,410

四半期（当期）純損失（千円） 87,627 333,460

持分法を適用した場合の投資損失

（千円）
－ 838

資本金（千円） 1,384,000 1,384,000

発行済株式総数（千株） 12,000 12,000

純資産額（千円） 1,388,529 1,488,426

総資産額（千円） 2,928,432 3,126,174

１株当たり純資産額（円） 115.80 124.13

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
7.31 27.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

１株当たり配当額（円） － －

自己資本比率（％） 47.4 47.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,290 51,344

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△14,018 △40,822

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△83,889 △256,902

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
141,991 245,190

従業員数（人） 97 104

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

３．第59期第１四半期累計(会計)期間における持分法を適用した場合の投資損失については、関連会社が存在し

ないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年２月28日現在

従業員数（人）  97 (44)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間の生産実績を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
　　至　平成21年２月28日）

衛生機器（千円） 246,991

洗面機器（千円） 304,631

合計（千円） 551,622

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、外注製品受入高が含まれております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第１四半期会計期間の仕入実績を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
　　至　平成21年２月28日）

衛生機器（千円） 356,721

洗面機器（千円） 155,005

合計（千円） 511,726

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社は大部分が見込み生産を行っているため、受注の状況については記載を省略しました。

(4）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
　　至　平成21年２月28日）

衛生機器（千円） 560,094

洗面機器（千円） 457,134

合計（千円） 1,017,229

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)経営成績の分析

　当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機の深刻化や世界景気の後退、株価の下落などを背景

に企業収益の大幅な悪化や設備投資の抑制、輸出の低迷など景気後退が一段と鮮明になってまいりました。

　住設業界におきましても、経済情勢の低迷による雇用・所得環境の悪化などにより住宅購入マインドを大きく低下

させる厳しい環境で推移いたしました。 

　このような厳しい経営環境の中で、利益額確保として収益性の向上を最重要課題として収益力改善を図るため原価

低減、経費削減を積極的に推進してまいりました。また、新商品の投入での拡販に注力してまいりました。

　　その結果、当第１四半期会計期間の売上高は1,017百万円、営業損失は81百万円、経常損失は84百万円、四半期純損失は

87百万円となりました。

　　事業の種類別の状況は次のとおりであります。

　衛生機器

　　住宅市場の厳しい価格競争により、売上高は560百万円（前年同期比12.7%減少）となりました。内訳では単体の衛生

陶器の健闘にも拘わらず、附属器具・水洗便器セットの落込みにより減少となりました。

　洗面機器

　　ＯＥＭ先への供給減少等により、売上高は457百万円（前年同期比17.5%減少）となりました。内訳では洗面化粧台と

化粧鏡などの減少によるものであります。

(2)財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、前事業年度末に比べて、165百万円減少して1,542百万円となり

ました。その主な要因は、現金及び預金の減少103百万円、受取手形及び売掛金の減少92百万円によるものであります。

　当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、前事業年度末に比べて、32百万円減少して1,386百万円となりま

した。その主な要因は、有形固定資産の減少18百万円と投資有価証券の減少８百万円によるものであります。

　この結果、総資産は前事業年度末に比べて、197百万円減少して2,928百万円となりました。

（負債）　

　当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、前事業年度末に比べて、32百万円減少して850百万円となりま

した。その主な要因は、短期借入金の減少11百万円と未払金の減少21百万円によるものであります。

　当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、前事業年度末に比べて、65百万円減少して689百万円となりま

した。その主な要因は、長期借入金の減少によるものであります。　

（純資産）　

　純資産は、前事業年度末に比べて、99百万円減少して1,388百万円となりました。その主な要因は、四半期純損失87百万

円を計上したためであります。　

(3)キャッシュ・フローの状況　

　当第１四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）の期末残高は、前事業年度末より103百万円

減少し、141百万円となりました。当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の

とおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動の結果使用した資金は、５百万円となりました。これは主に税引前四半期純損失85百万円を計上したこと

と、売上債権の減少額92百万円によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　投資活動の結果使用した資金は、14百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出10百万円による

ものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果使用した資金は、83百万円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出72百万円によるも

のであります。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

(5)研究開発活動

　当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は、24百万円であります。

なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等の計画は次のとおりであります。

事業所名

（所在地）
設備の内容 帳簿価格（千円） 除却等の予定年月

衛陶工場

（堺市美原区）　
衛生機器生産設備　 200,984 平成21年11月　

　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年４月27日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,000,000 12,000,000
大阪証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 12,000,000 12,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高（千
株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年12月１日

～平成21年２月28

日(注)

－ 12,000 － 1,384,000 △237,172 109,367

　（注）　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少しその他資本準備金へ振り替えたものであります。

（５）【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、西岡進氏から平成20年12月25日付の大量保有報告書に係る変更報告書の写し

の送付があり、平成20年12月16日現在で以下のとおり保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記

載内容が確認できないため、当社として第１四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませ

ん。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

　西岡　進 　東京都渋谷区　 40 0.33
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成21年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　 9,000 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式11,954,000 11,954 －

単元未満株式 　普通株式　  37,000 －
一単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 12,000,000 － －

総株主の議決権 － 11,954 －

　（注）　完全議決権株式（その他）には、証券保管振替機構名義の株式2,000株（議決権の数２個）が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成21年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　アサヒ衛陶株式会社
　堺市美原区小平尾451番

地
9,000 － 9,000 0.08

計 － 9,000 － 9,000 0.08

（注）１．当第１四半期会計期間末の自己株式数は、9,727株であります。　

　２．当第１四半期会計期間中に600株の自己株式の買付を行っております。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年

12月
平成21年
１月

２月

最高（円） 26 23 20

最低（円） 16 18 13

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年12月１日から平成21

年２月28日まで）に係る四半期財務諸表について、清友監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年２月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 141,991 245,190

受取手形及び売掛金 ※2, ※4
 825,392

※2, ※4
 918,211

商品 221,141 168,445

製品 259,106 280,159

原材料 14,233 12,432

仕掛品 31,166 37,620

貯蔵品 18,850 17,148

その他 30,468 28,557

貸倒引当金 △210 △250

流動資産合計 1,542,140 1,707,515

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 558,827 568,255

構築物（純額） 42,335 43,875

機械及び装置（純額） 117,957 125,141

車両運搬具（純額） 644 701

工具、器具及び備品（純額） 50,517 51,281

土地 540,166 540,166

建設仮勘定 530 －

有形固定資産合計 ※1
 1,310,979

※1
 1,329,422

無形固定資産 17,030 17,183

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 40,428 48,991

破産更生債権等 67,405 62,465

その他 17,854 22,994

貸倒引当金 △67,405 △62,398

投資その他の資産合計 58,282 72,052

固定資産合計 1,386,292 1,418,658

資産合計 2,928,432 3,126,174
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年２月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 168,343 140,965

短期借入金 289,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 269,146 278,396

未払金 76,855 98,448

未払費用 9,407 33,008

未払法人税等 3,303 13,052

賞与引当金 13,950 3,530

その他 20,160 15,593

流動負債合計 850,166 882,994

固定負債

長期借入金 533,512 597,141

退職給付引当金 115,174 116,561

長期預り保証金 41,050 41,050

固定負債合計 689,737 754,753

負債合計 1,539,903 1,637,747

純資産の部

株主資本

資本金 1,384,000 1,384,000

資本剰余金 109,367 442,828

資本準備金 109,367 346,539

その他資本剰余金 － 96,288

利益剰余金 △87,627 △333,460

その他利益剰余金 △87,627 △333,460

自己株式 △920 △909

株主資本合計 1,404,819 1,492,457

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △16,290 △4,030

評価・換算差額等合計 △16,290 △4,030

純資産合計 1,388,529 1,488,426

負債純資産合計 2,928,432 3,126,174
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年２月28日)

売上高 1,017,229

売上原価 811,583

売上総利益 205,646

販売費及び一般管理費 ※
 287,500

営業利益 △81,854

営業外収益

受取利息 104

受取配当金 140

仕入割引 3,813

デリバティブ評価益 2,418

雑収入 2,780

営業外収益合計 9,256

営業外費用

支払利息 6,546

売上割引 3,496

雑支出 2,190

営業外費用合計 12,234

経常利益 △84,832

特別利益

貸倒引当金戻入額 130

特別利益合計 130

特別損失

固定資産除却損 625

特別損失合計 625

税引前四半期純利益 △85,327

法人税、住民税及び事業税 2,300

法人税等合計 2,300

四半期純利益 △87,627
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 △85,327

減価償却費 27,788

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,966

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,420

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,386

受取利息及び受取配当金 △244

支払利息 6,546

有形固定資産除却損 625

売上債権の増減額（△は増加） 92,819

たな卸資産の増減額（△は増加） △28,692

仕入債務の増減額（△は減少） 27,378

その他 △43,054

小計 11,839

利息及び配当金の受取額 244

利息の支払額 △6,546

法人税等の支払額 △10,827

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,290

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,522

投資有価証券の取得による支出 △3,696

貸付金の回収による収入 3,000

その他 △2,799

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,018

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △11,000

長期借入金の返済による支出 △72,879

自己株式の取得による支出 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △83,889

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △103,198

現金及び現金同等物の期首残高 245,190

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 141,991
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

　当社は第51期から第58期までのうち第53期を除き継続的に営業損失を計上し

ております。

　当第１四半期会計期間の営業損失の計上は、新設住宅着工戸数の減少に歯止め

がかからず、加えてリフォーム需要の低迷などにより企業間競争が更に激化し、

販売価格が下落した事によるものであります。

　当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

　このような厳しい経営環境の中、当社は当該状況を解消するために第59期にお

いて営業利益の黒字化を図るべく掲げました収益改善対策、販売対策、財務対策

等着実に実施することに加え下記項目を追加することで早期に業績改善を目指

していく所存であります。

１．衛陶工場の生産を海外委託生産体制に移行することによる大幅なコストダ

ウン

２．仕入商品の仕入先再見直しによる仕入価格のコストダウン

３．海外輸入委託費の見直しによる経費の削減

４．ローコスト便器、新型ワンピース便器の投入による新規大手ビルター開拓の

積極的な推進

５．衛陶工場の合理化費用に伴う資金等として全金融機関へ借入金元本の返済

条件の見直しとして、１年間の返済猶予の依頼を行い、過日行われた全金融

機関会議に於て協議されました。これについて早期に合意が得られるものと

考えております。

　四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑

義の影響を四半期財務諸表には反映しておりません。

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

会計処理基準に関する事項の

変更

リース取引に関する会計基準等の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっておりましたが、「リース取引に

関する会計基準」（企業会計基準第13号　(平成
５年６月17日(企業会計審議会第一部会）、平成
19年３月30日改正))及び「リース取引に関する
会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第
16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会会
計制度委員会)、平成19年３月30日改正 ))が平成
20年４月１日以後開始する事業年度に係る四半
期財務諸表から適用することができることに

なったことに伴い、当第１四半期会計期間から

これらの会計基準等を適用し、通常の売買取引

に係る会計処理によっております。また、所有権

移転外ファイナンス・リース取引に係るリース

資産の減価償却の方法については、リース期間

を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。

　なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度

開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理を引き続き採用しております。

　なお、この変更が損益に与える影響はありませ

ん。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

たな卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末のたな卸高の算

出に関しては、実地たな卸を省略し、前事業

年度末の実地たな卸高を基礎として合理的

な方法により算定する方法によっておりま

す。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

法人税等の算定方法 　当第１四半期会計期間を含む事業年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

【追加情報】

当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

　当社の機械及び装置の耐用年数については、当第１四半期

会計期間より法人税法の改正を契機とし見直しを行ってお

ります。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微でありま

す。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年２月28日）

前事業年度末
（平成20年11月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,832,655千円であ

ります。

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,807,183千円であ

ります。

　

※２　担保に供している資産　

　担保に供している資産で、前事業年度の末日に比べて

著しい変動が認められるものは、次のとおりでありま

す。

※２　担保に供している資産　

　

　　受取手形 100,573 千円

　　投資有価証券 33,664 　

　

　　受取手形 202,455 千円

　　　－  　

　

　３　受取手形割引高は、225,686千円であります。

　

※４　当第１四半期会期間末日満期手形

　当第１四半期会期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第１四半期会期間の末日は金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。当第１四半期会期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります

　３　受取手形割引高は、219,973千円であります。

　

※４　前事業年度末日満期手形

　前事業年度末日満期手形の会計処理については、前事

業年度の末日は金融機関の休日でしたが、満期日に決

済が行われたものとして処理しております。前事業年

度末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

　　受取手形 62,651 千円

　　割引手形 43,890 　

　　受取手形 68,113 千円

　　割引手形 56,565 　

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　

　運賃及び運送保険料 58,570千円

　給与手当 65,695　

　賞与手当 159　

　賞与引当金繰入額 7,620　

　退職給付費用 2,494　

　福利厚生費 13,104　

　賃借料 20,644　

　旅費交通費 15,939　

　減価償却費 11,763　

　貸倒引当金繰入額 5,097　
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成21年２月28日現在）

　 （千円）

　現金及び預金 141,991

　現金及び現金同等物 141,991

（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年２月28日）及び当第１四半期累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年

２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　12,000,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　 9,727株

　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　

　

４．配当に関する事項

該当事項はありません。　

　

（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（持分法損益等）

　　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年２月28日）

前事業年度末
（平成20年11月30日）

１株当たり純資産額 115.80円 １株当たり純資産額 124.13円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

１株当たり四半期純損失金額 7.31円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－　

　（注）　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

１株当たり四半期純損失金額  

四半期純損失（千円） 87,627

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 87,627

期中平均株式数（株） 11,990,423

（重要な後発事象）

当第１四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

衛陶工場の生産集約について

　当社は平成21年４月25日開催の取締役会において、生産調

整・合理化を一段と進めるために衛陶工場の生産を平成21

年11月30日までに海外委託生産体制に移行することを決議

いたしました。

　これに伴い、建物及び生産設備の一部については固定資産

除却損相当額等の特別損失260百万円程度が発生する見込

みであります。

　なお、平成21年２月28日現在、衛陶工場の自社所有の建物

及び設備の帳簿価格は340百万円、リース契約による設備等

の未経過リース料残高は19百万円であります。

（リース取引関係）

前事業年度末に比べて、著しい変動は認められないため、注記を省略しております。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年４月25日

アサヒ衛陶株式会社

取締役会　御中

清友監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 在本　　茂　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 矢本　博三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサヒ衛陶株式会社

の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの第59期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年12月１日から平成21年

２月28日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アサヒ衛陶株式会社の平成21年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

　追記情報

　１．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は継続的に営業損失を計上している状況にあり、継続企

業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期

財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期財務諸表には反映していな

い。

　２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年４月25日開催の取締役会において、衛陶工場の生産を海外

委託生産体制に移行する決議をしている。 

　

　　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　　　

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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